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アクティブラーニングの一つである
PBL（Project-Based Learning 
課題解決型学習）教育とは

近年、学問の発展と
複雑化・細分化して
いる

大学教育では知識や
技術の伝授よりも、
個々の学生に適した
方法論の習得と確立
が重視される

Project-Based Learning とは

従来型の「講義」

の積み上げにより、
教える量を増やして
も、現在の多岐にわ
たる学問分野をすべ
て学べない。

反対に多くの学習者
が目的を見失い、
意欲を削がれる

ＰＢＬは、

課題解決という目標
に向かって、学習者
が自ら必要な知識を
収集して意欲的に取
り組め、自発的な学
びの力をつけられる
教育方法



PBL（Project-Based Learning 
課題解決型学習）の特徴

Title in here

チーム編成

テーマ設定

学生主体

得られる力

１チーム4から6名の学習者チームで行う

課題解決のための情報収集、問題探索、原因究明、解決策立
案、実施計画立案など、学生が互いに協力して行う

解決方法が知られていないオープンなもの

通常の講義などでは得られない実践的な力（自己学習力、課
題解決能力、チームで協働する力、プレゼンテーション能
力、論理的思考力など）



本発表の目的

本学で3年生を対象に行っている「異文化コミュ
ニケーション」の科目にＰＢＬを取り入れた

この授業では、今日のグローバル社会において
学習者自身が多文化共生できる社会を実現でき
る人になることを目標としている

本発表では、ＰＢＬを通じて学習者自らがどの
ように多文化理解を深め、どのようにして協働
で課題解決し、アクティブラーニングでしか得
られない力をつけていったかについて報告する

2016/11/30



2016/11/30

・異文化コミュニケーションの定義
・授業の目標



「異文化コミュニケーション」の定義

「異文化コミュニケーション」とは、
自分の文化と異なる文化をもつ人との相互交流
（情報のキャッチボール・交換）

自分たちの文化をただ押し付けるのでなく、異な
る文化を受け入れる難しさを互いに理解し、異な

る価値を認め、一緒に 協力 できること

2016/11/30
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両親

在日外国人在日外国人

兄弟 他府県の人

同級生

先輩や後輩

親友

人アジア人異性

欧米人

同郷の人異 人異なる職業の人

原沢伊都夫『異文化理解入門』 研究社 2013

「自分の文化と異なる文化を異文化をもつ人」は、
外国人だけではありません

自分以外のすべての人は
異文化に属する人



15コマの授業目標

文化とは何か自分で説明できる
固定観念やステレオタイプにとらわれない
言語・非言語コミュニケーションを活用できる

多文化共生社会を

実現できる人になる

自分の文化を知っている

アサーティブコミュニケーションができる

多文化共生社会実現のための提案ができる
（後半の7回でＰＢＬを実施）

異文化を尊重し受容できる

2016/11/30

学びの主な内容

日本人同士はもちろん、外国人を含むすべての住民と対等な関係を
築き、一人ひとりの価値観・個性・能力を尊重できる人になろう
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・ＰＢＬで取り上げた課題
・ＰＢＬのスケジュール
・7回のＰＢＬ実施の詳細



多文化共生社会実現をするために

あなたは前半7回の授業を通じて、異文化コミュ

ニケーションを学び、多文化を共生社会を築け
る人になるための知識を身につけました

後半の７回の時間では、ＰＢＬを通じて、

 未来に向けて私たちの街、宮城県が理想的な

 多文化共生社会になるように新提案をします

2016/11/30

課題

PBLとは：プロジェクト・ベースド・ラーニング（課題解決型学習）



「異文化コミュニケーション」PBL実践風景

知識の収集や資料作成はＰＣ演習室で行い、教室では議論を見える化して活動を進める



2016年度「異文化コミュニケーション」後半7回の予定

６/１６ チームを決める（チームの人数は４‐６名）   

    チームのリーダーと話し合いのルールを決める

６/２３ その共同体（例えば小学校）が、理想的な多文化 
    共生社会になったときの様子を皆でイメージする 
    その共同体での現在のコミュニケーションの課題を  
    挙げる
６/３０ 解決すべきよい問題を選び、問題が起きる原因や

    解決のためにすでに行われていることを調べる

    多文化共生のための私たちの新しい提案する

７/０７ 多文化共生のための私たちの新しい提案のステップ

７/１４ 発表用のスライドづくり

７/２１ 各チームによるプレゼンテーション

７/２８ プレゼンテーション予備日・全体の振り返りとレポート提出

2016/11/30



6/16 チームを決める

「多文化共生社会実現のための提案をする」
あなたはどの共同体の誰に提案したいですか。そこがあなたの入るチーム
です。

■仙台市（仙台市長へ提案）

■宮城県の特定の地域（自治会長へ提案）

■宮城県の小学校（文部科学省へ提案）

■宮城県の中学校（文部科学省へ提案）

■宮城県の高等学校（文部科学省へ提案）

■宮城県の大学（文部科学省へ提案）

■東北工業大学（学長へ提案）

■宮城県の企業（経済産業省へ提案）

■宮城県の特定の会社（代表取締役へ提案）

2016/11/30



6/16 Click to edit title style

チームのリーダー

Add your title in here

[ ]さん

例

•人の話を積極的に聴く

•楽しく議論する

•他人の意見をもとにして自分の意見
を言う

•パソコンでの調べごとには集中する

各チームのリーダーとルールを決める

私たちのチームの基本ルール

すべきこと すべきでないこと

例

•話し合いのテーマと違う話をする

•人の意見をけなす

•特定の人だけが長々としゃべる

•話し合いに参加しない

•遅刻する

チームのメンバー



毎回の話し合いの役割を決める

ファシリテーター

話し合いの進行をする人

グラフィッカー

模造紙に話合いの内容を見える化する人

タイムキーパー

話し合いの時間を管理する人

2016/11/30 アサーティブネス・トレーニング17



本日6/23の会議の達成目標

その共同体（例えば宮城県の小学校）
が、理想的な多文化共生社会になるために、

１ あるべき姿（理想の様子）を描くこと

２ あるべき姿を実現するために、解決すべき
（改善すべき）問題は何かを見つける

2016/11/30



チーム活動は、時間を区切って行います
タイムキーパーさん、よろしくお願いします

あるべき姿を描く

問題設定をする

情報収集する

情報共有する

その共同体（例
えば小学校）
が、理想的な多
文化共生社会に
なったときの様
子を皆でイメー
ジする（10分）

インターネット
でその問題と原
因について調べ
る 調べごとの
役割分担をして
から、ＰＣ演習
室に行く（30
分）

その共同体での
現在の問題点を
挙げる（理想の
状態に近づくた
めに解決あるい
は改善したいこ
と）
（15分）
.

教室に戻り、イ
ンターネットで
調べたことを
チーム内で共有
する（15分）

本日6/23の進行手順



1 その共同体のあるべき姿を描く

 その共同体が、理想
的な多文化共生社会
になったときの様子
を一人ひとりでイ
メージする

 一人１枚以上、ピン
クの付箋に短い１文
で書いて貼る

 全員が貼り終えた
ら、ファシリテー
ターは一人ひとりに
その様子を話しても
らう

2016/11/30

未来の（日本の小学校）のあるべき姿



2 課題設定をする

 その共同体での現在の
コミュニケーションに
関する問題点（あるべ
き姿に近づくために解
決したい問題点や改善
したい現状）を一人ひ
とりが考える

 一人１枚以上、青い付
箋に短い１文で書いて
貼る

 全員が貼り終えたら、
ファシリテーターは一
人ひとりにその様子を
話してもらう

2016/11/30

未来の（日本の小学校）のあるべき姿

あるべき姿に近づくために
解決したい問題点や、改善したい現状



3 問題についての情報収集をする

 青い付箋のことに関し
て、パソコンで情報収
集をするため、だれが
どのことについて調べ
るか役割を決める

 ファシリテーターは、
一人ひとりにどれにつ
いて調べたいかを聞く

 担当の人は皆に説明で
きるように責任をもっ
てR231で調べてくる

  調べる時間は30分
2016/11/30

未来の（日本の小学校）のあるべき姿

誰がどのことについて調べるか
決める

野草さん

八木山さん

茂ケ崎さん

長町さん

あるべき姿に近づくために
解決したい問題点や、改善したい現状



4 情報共有をする

 調べてきたことについ
て、チーム内で一人ひ
とりが説明をする

 ファシリテーターは、

 時間内に皆が話せるよ
うに進行をする

 グラフィッカーは、話
された内容の要点を簡
単に書き取る

2016/11/30

未来の（日本の小学校）のあるべき姿

あるべき姿に近づくために
解決、あるいは改善したいこと

誰がどのことについて調べるか
決める

野草さん

八木山さん

茂ケ崎さん

長町さん

…………………..
…………………..

…………………..
…………………..



本日6/30の会議の達成目標

1 前回、チームでたくさん出した問題点の中か
らよい問題点を1～3つ選ぶ

2 選ばれた1～3つの問題点を解決する新しい策
について提案を始める

2016/11/30



本回6/30 の進行予定

１ たくさんある問題点の付箋 の中から、重要な  

 ものを1～3枚選ぶ （10分）

２ インターネットで次の２つを調べる（30分）

 ① チームで選んだ1～3つの問題点に関して、
より詳しい知識を調べる。問題が起きる原因など

 ② その1～3つの問題点を解決するために、そ
の共同体で、すでに行われていることを調べる

3  調べたことをチーム内で情報共有する（15分）
         →模造紙に要点を書きとる

4  問題解決のための新しい提案をする（10分）2016/11/30



1 よい問題を選ぶ

たくさんの問題点の中からよい問

題点を1～3枚選ぶために、グラ

フィッカーは左のような枠を書く

ファシリテーターは質問する

 「その問題が解決されると、

 どれほど、「あるべき姿 」を
実現できますか」

 「その問題が解決されると、
どれほど高い効果が得られま
すか」

 この2軸をもとに話し合い、

 何度も青い付箋を動かして、ピ
ンクの理想ゾーンに入るもの
を、1～3枚選ぶ2016/11/30

 よい問題を選ぶ

 そ
の
問
題
が
解
決
し
た
時
の

『

あ
る
べ
き
姿』

の
実
現
度

問題が解決したときの効果の高さ

（10分）

1班



2016/11/30

 よい問題を選ぶ

 そ
の
問
題
が
解
決
し
た
時
の

『

あ
る
べ
き
姿』

の
実
現
度

問題が解決したときの効果の高さ

× ×

×

1班

２インターネットで情報収集する
（30分）

選ばれた付箋について情報収集の分担をする

 パソコン室ですること

①チームで選んだ青い付箋   
について、より詳しく調べ
る。問題が起きる原因など

 ②その共同体で、①のこと 
を解決するために、すでに
行われていることを調べる

情報収集に出かける前に

 ・だれがどのことについて 

  責任をもって調べるかを 

  決める

 ・教室に戻ってくる時間を 
 皆で決める

 →戻ってから皆で情報共有

1

2

3

野草さん
八木山さん

茂ケ崎さん
長町さん

二ツ沢さん
香澄さん



2016/11/30

 よい問題を選ぶ

 そ
の
問
題
が
解
決
し
た
時
の

『

あ
る
べ
き
姿』

の
実
現
度

問題が解決したときの効果の高さ

× ×

×

1班

（15分）

選ばれた付箋についての知識を共有する

1

2

3

野草さん
八木山さん

茂ケ崎さん
長町さん

二ツ沢さん
香澄さん

３情報を共有する

…………………..
…………………..

…………………..
…………………..

…………………..
…………………..

 皆が教室に戻ったら、調べた
知識をチーム内で共有する

  ファシリテーター質問

「その問題について、もっと調
べてわかったことを教えてく
ださい」

「それが起きる原因は何です
か」

「その対応策として、すでに   
 どんなことが行われていま 
 すか」

グラフィッカーは模造紙に要点
を書きとめる



４解決策を考える 

 ファシリテーター質問

「今まで調べた問題を解決して、そ
の共同体で多文化共生を実現させる
ために、どんな新しい提案ができま
すか」

「お金も、時間も、労力も無限にあ
り、どんなことでも実現するとした
らどんなことができますか」

「出たアイデアを黄色い付箋  に書
いてください」

「1枚の付箋には１つのアイデアを短い
1文で書いてください」

「書いたら模造紙に貼り、提案内容を
チームメンバーに説明してください」2016/11/30

（10分）

解決策を考える
多文化共生実現のための新しい提案を書く

1

2

3

…..

…..

…..



本日7月7日の会議の達成目標

１ 問題を解決して多文化共生を実現するための

  新しいアイデア（解決策）を出す

２ それらのアイデア（解決策）の中からよいも 

  のを選ぶ

３ それらの解決策を、2年以内にどの順番で実

  現していくかを決める2016/11/30



2  よい解決策を選ぶ 

 同じ内容の付箋は重ねて貼る

 似ているものは近くに貼ってグ
ルーピングする

 ファシリテーター４つの質問

①「その提案は、確かに多文化共生
を実現させますか」

②「その提案には、新しさがありま
すか」

③「それは文部科学省（市長、自治
会長、学長、経済産業省、代表取締
役）に実行できることですか」

④「2年以内に実現できることです
か」

そう思わない付箋を、皆の合意では
がしていく2016/11/30

（15分）

解決策を収束する

1

2

3

…..

…..

…..



3  解決策実現のステップを決める 

 今年の夏から2018年春までの

間に、どの順番で案を進めて
いくかを付箋を動かしながら
皆で話し合う

 足りない内容があれば、新た
に黄色い付箋に書いて貼る

 グループになっている付箋は
グループのままで並べる

 並べ終わったら、提案実現の
順番に、つながりがあるか、
皆で確認する

2016/11/30

（15分）

1

2

3

…..

…..

…..

実現のステップを考える

2016
年
 
 

夏

2018
年

 
 
春

1

2

3

2017
年
 
 
 
夏

スタート ゴール



プレゼンテーションの準備を終える

１．スライドの内容をこの紙に下書きする

２．どのスライドを誰がつくるかを決める

３．ＰＣ演習室でスライドを皆で作って合わせる

４．自分でつくったスライドを自分で説明
  できるように練習する

５．チーム全員が立って

  一人ずつ発表練習する

６. 各チーム発表時間は10分
以内です

本日7月14日の授業目標

スクリーンの横にチームメンバー全員が全員立って
順番に話す



ＰＣ演習室で発表スライドづくり

2016/11/30



7月21日 
各チームのプレゼンテーション

2016/11/30



2016/11/30



 学習者の感想 １

「授業を振り返り、とても印象に残っているのはＰＢＬ
「多文化共生社会の実現に向けて」です。自分たちで
チームを組み、リーダーを決めて、話し合いのルールを
決めました。話し合いのルールでは遅刻をしないという
のがありました。私は、寝坊して遅刻しないように心が
けました。私たちは東北工業大学について話し合いまし
た。東北工業大学が、理想的な多文化共生社会になった
ときの様子をチームのみんなとイメージして、その共同
体での現在の問題点を挙げていきました。（中略）チー
ムでやることにより問題を見つけることができたと思い
ます。自分一人では思いつかない問題を挙げられること
もありました。問題の原因や解決策についても同じこと
を思いました。」

2016/11/30



 学習者の感想 ２

「他の授業とは違い、チームで協力してやるので楽だと
いうことではなく、チームでやらないと分からないこ
と、気づかなかったことがわかるなど、勉強になり楽し
かったです。」

「解決すべき問題点を見つけることや、その原因を調べ
て解決に導くことをチームでやることにより、協力して
何かを成し遂げることはよいものだと思いました。さら
に協力することは大切だと思いました。多文化共生社会
のための新しい提案について考える力をつけられたと思
います。発表用スライドづくりや発表の仕方など工夫す
る力もつけられたと思うので、将来に生かしていきたい
と思います。」

2016/11/30



  指導者所感と今後の課題
ＰＢＬを通じて、自己学習力、課題解決能力、
チームで協働する力、プレゼンテーション能
力、論理的思考力などの基本的な力を育成する
ことができた

異文化コミュニケーションの観点からは、自分
の文化と異なる文化をもつ学習者相互交流によ
る多面的意見の交換を積極的に行う姿勢が見ら
れた。異なる文化を受け入れる難しさを互いに
理解し、協働して多くの困難を乗り越える知恵
や能力をこれまでよりも高められた

しかし学習者は多様化していくので、今後は
いっそう彼らにあった授業を計画・実践したい
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